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「いのち」が一番大事 
人間は無力なもので、できることはただひたすら逃げること。 

生きてこそ、無事に生き残ってこそ、次にできることが何かある。 

まずは無事であること、家族の安全を図ること、 

活動はそれからである。 

いかに支援をするか、炊き出し訓練や傾聴学習を、、、 

といったことを考えがちであるが、 

それは支援する側の目線であって、 

自分が被災者になることも念頭において考えていただきたい。 

災害に備えるということは、そういうことである。 

自分が災害に遭った時にどうするか、 

自分や家族がどうなるかを第一に考えていただきたい。 

 

木ノ下 秀俊（東日本大震災現地復興支援センター担当職員） 

 

『ご門徒さんと考える〈寺院〉のための災害対策ハンドブック』より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「防災対策アンケート」 を基にした災害演習 

私が被災したとき お寺で出来ることを考える 
2022年 3月 4日（金）真宗会館＋Web会議サービス「Zoom」にて開催 

栗田 暢之 氏 プロフィール 

認定 NPO法人レスキューストックヤード（RSY）代表理事 

真宗大谷派岐阜高山教区第１１組・仁成寺住職 

真宗大谷派組織部嘱託職員・宗派ボランティア委員会担当 

 

震災がつなぐ全国ネットワーク（震つな）代表 

東日本大震災支援全国ネットワーク（JCN）代表世話人 

災害ボランティア活動支援プロジェクト会議（支援 P）幹事 

愛知県被災者支援センター長 

東日本大震災被災者支援ボランティアセンターなごや運営委員 

認定 NPO法人全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）代表理事 

『ご門徒さんと考える〈寺院〉のための災害対策ハンドブック』より 



同朋社会推進ネットワーク委員 

流山開教所 不二門 至浄 

 

同朋社会推進ネットワークでは、災害ボラ

ンティアについての話し合いや研修会を重ね

る中で、東京教区内が被災地となり、私が被

災者となった時にはどうするのか、またお寺

で何が出来るのかを考えようと、講師に NPO

法人レスキューストックヤード代表理事の栗

田暢之氏をお迎えし、研修会を開催しました。

今回は、オンライン開催となったため、参加

者には、演習用の非常食、非常用トイレ、ア

ルミシートを事前にお届けしました。 

講義では、昨年秋に実施した「防災対策ア

ンケート」を基に、宗務所組織部発行の『ご

門徒さんと考える〈寺院〉のための災害対策

ハンドブック』、『コロナ禍におけるお寺への

避難について』を確認しながら、災害支援活

動の経験を通してお話しいただきました。 

お話しの中で、お寺は支援活動の拠点とし

て期待され、それには、地域やご門徒、なに

より家族と、災害が発生した時にできること、

用意しておくもの、地域の人的物的資源の確

認など、自分たちのお寺で

何が出来るのかを話し合

っておくことのほか、社会

福祉協議会や各支援団体

との連携の重要性も指摘

されました。 

避難所として解放され

た正德寺様（岩手県陸前高

田市）の事例では、大規模

に解放できるスペースが

あり１５０人もの避難者

を受け入れられました。当

初は、坊守さんを中心に、

難を逃れたご門徒さんの

協力を得て、避難所を運営

されましたが、避難者名簿

を作成し役割分担をして、

意識的に避難者に任せていくようになりまし

た。スペース作りでも工夫があり、生後１５

日の乳幼児や高齢者への配慮など、避難生活

の中でも守るべき注意点があることを知らさ

れます。規模の大小や避難所がお寺ではなく

ても、自身が避難者となった場合には、それ

らの注意点を確認して避難所作りに協力でき

るようにしたいと思います。 

質疑応答や全体討議でも貴重な意見が交換

されました。みんなで話し合い、考えること

で、思いもしなかったことに気づかされるこ

とがあることを大切に思います。 

 また、同朋社会推進ネットワーク委員によ

る演習では、委員自身の被災経験から、特に

必要と考えられる発電機、非常食、非常用ト

イレの紹介と実演が行われました。頭の中で

は、被災したときにこんなものが必要だと想

像していたとしても、実際に手に触れて使用

してみることでわかることがあると実感しま

す。今度は体験型の災害演習で、みなさんと

共に防災意識を深め、教区内の連携を構築し

てまいりたいと思います。 

 

東京教区災害ボランティア  

正德寺（岩手県陸前高田市）での炊き出し 

２０１１年４月２２日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記：私の地元の社会福祉協議会では「災害

ボランティア登録（プレ）」が行われていました。

被災地のボランティア受け入れ情報や、災害ボ

ランティアに関する研修や訓練についての情報

が送られるそうです。早速登録。 

有事の時には日頃からのつながりが大切です。

自分に何ができるか。お寺で何ができるか。地域

の人たちと何ができるのか。宗派として何がで

きるのか。平時だからこそ、考え動き、構築して

いく必要があると思います。  （本田彰一） 

発行 

同朋社会推進ネットワーク 

（東京教区教化委員会内） 

東京都練馬区谷原１-３-７ 

電話０３-５３９３-０８１０ 

ｅメール office@ji-n.net 

【メールニュース】 

同朋社会推進ネットワークで

は定期的に「メールニュース」

を配信しています。 

右 QR コードのメールアドレス

にお申込みください。 

 

office@ji-n.net 

『ご門徒さんと考える 

〈寺院〉のための災害対策ハンドブック』 

（発行：宗務所組織部） 

 

『コロナ禍におけるお寺への避難について』 

（発行：宗務所組織部） 

※『ご門徒さんと考える 

〈寺院〉のための災害対策ハンドブック』別冊 

 

 

本山ホームページ「災害救援」 

（https://www.higashihonganji.or.jp/saigai/） 

よりダウンロードできます。どうぞご活用くださ

い。 

 


